
英語教育推進事業        平成26年度予算要求額 157,888千円 

〔堺市の現状及び課題〕 ○ 学習した基本的な表現を実際の会話に活用すること 

  ○ 学習意欲を高める授業改善の必要性 

  ○  国際共通語としての英語力向上の５つの提言と具体的施策や第２期教育振興基本計画などにおける 

   グローバル社会に対応する人材の育成とそのための外国語教育の強化（実施学年の早期化、教材や
  ＮＳ等の効果的な活用など）の必要性への対応 
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ＮＳ（ネイティブ・スピーカー）の
配置日数拡大 
・小学校５・６年生での年間１０Ｈ 
から１２Ｈに、中学校への配置を
６日間増に 
・高校は１年間配置 

     英語教育コーディネータの配置  ３，３７４千円 
       ＜効果的なＴＴ授業のあり方や教員の指導力向上を充実を図るとともに、ＮＳ配置のない１学期に 
        小中学校への訪問ＴＴ授業を行う。＞ 

 

教員研修 
・教員の英語力の向上研修 

・小学校３・４年における外国語活動指導
研修 
・効果的な音声指導に関する研修など 
 

英語授業力研究指定校 
・小中学校７校で、小３・４における外国
語活動実践、中学校英語につながる小
学校外国語活動のあり方、英語で行う言
語活動中心の授業の実践研究 

 

  

◆英語能力判定テスト 
 判定テスト 
 （研究校 500円×2,150人） 
 

日常生活における英語
コミュニケーションの機会
（リアル・コミュニケーショ
ン・シーン）を確保（拡充）   
  １４９，２１５千円 
    

教員の指導力・意識 
 改革（拡充） 

  ３，１８０千円 
英語授業力向上 
  研究指定校（拡充） 

    １，０４４千円 

評価及び 
  ＰＤＣＡサイクルの 
  確立（新規） 

 １，０７５千円 
    

※生徒に求められる英語力の達成状況を把握 
   検証する必要性 

〔国際共通語としての英語力向上のための５つ
の提言と具体的施策」より〕 


